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『マンチェスターユナイテッド プレミアカップワールドファイナルズ』 

 決勝戦当日  (2007.8.4 マンチェスター) 
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オールド・トラフォードで、今日、新たな歴史の一ページが刻まれました。FCバルセロナがライバルのサ

ンパウロを下し、輝かしくも二度目のMUPCワールドチャンピオンのタイトルを手にしました。 

 

決勝戦は、素晴らしいサッカーが展開される接戦となりました。スペイン勢がブラジル勢の攻撃を水際で

何度も食い止め、後半にコーナーキックから、この試合で唯一のゴールを決めました。 

 

サンパウロはバルセロナに圧勝を許したわけではなく、どちらが勝ってもおかしくない試合展開が繰り広

げられました。この試合の舞台の大きさを、身を持って感じていたのか、両チームとも試合開始直後は緊

張している様子でした。自分達のリズムを先に取り戻したのはサンパウロ、巧みなセットプレーを繰り広

げ、何度もゴールを狙いました。しかし、スペイン勢のディフェンスは固く、前半は完全に互角のまま終

わりました。 

 

後半は、試合の流れが全体的に速くなり、観客は決勝トーナメントのゲーム中で最高のサッカーを楽しむ

ことができました。選手達は果敢に、そしてフェアに戦い、後半ロスタイムに入ってサンパウロが再三ゴ

ールを脅かしましたが、2度のフリーキックからもゴールを決めることはできませんでした。FCバルセロ

ナの勝利と、2007年MUPCワールドチャンピオンのタイトル獲得を知らせる試合終了のホイッスルが鳴り響

くと、スタンドは割れんばかりの喝采に包まれました。 

 

バルセロナのヘッドコーチであるビクトル・サンチェスは、試合の結果に大喜びで、チームの士気の高さ

と情熱を絶賛しました。「トーナメントの開始当初は、ただ良い試合をしようと思っていました。でも、

試合に勝ち始めると自信が出てきて、決勝戦には五分五分のチャンスがあると思いながら臨みました。今

までに、このようなプレッシャーの中でプレーするということはなく、このトーナメントから本当に価値

のある経験を得ることができました。選手達の成長ぶりを見守るのは私にとってこの上なく誇らしいこと

であり、彼らが優勝できて本当に嬉しく、興奮しています。」 

 

決勝戦の前には、クリリア・ソヴェトフとヘルタBSCの3位決定戦が行われました。ロシア勢がヘルタBSC

を1対0で破り、3位を獲得しました。クリリアのコーチであるユーリ・エルチェフはこのトーナメントを

通じたチームの試合ぶりを高く評価し、「このトーナメントは少年達にとても良い学習の場を与えてくれ

ました。異なる20カ国のチームと対戦し、彼らの異なるプレーのスタイルを比較し、学ぶことができるの

は、信じられない幸運です。このトーナメントに参加したことで、私達のチームは大きく一歩前進するこ

とができます。」と述べています。 

 

ヘルタBSCのコーチであるヴォルフガンク・ダムもジュニア・ユース選手達の熱意と覚悟の強さを褒め称

え、「私達の選手、その中でも特にある一人の選手は、このトーナメント通して、自分の本当の力を発揮

しました。彼はリーダーになる素養を備えていて、接戦になったときに困難に立ち向かい、違いを見せま

す。プレーのレベルをひとつ上げて、試合の流れを急転換することもできるのです。彼の成長ぶりを見て

いるのは本当に喜ばしいことでした。」と述べています。 

 

この後、マンチェスター・ユナイテッドのポール・スコールズとルイ・サハがサプライズゲストとして表

彰式に登場し、ワールドファイナルズに勝ち残った全20チームへのメダルの授与を行いました。最後にFC

バルセロナが壇上に上がり、2007年MUPCワールドチャンピオンのトロフィーとタイトルを手にしました。 

 

主催クラブであるマンチェスター・ユナイテッドのヘッドコーチ、マーク・デンプシーは、参加全チーム

を振り返った全体的な感想として、U-15の国際的なサッカーにおいて、身長や体格の良さが鍵となるとい



う面について、「体格は、私達にとっては、常に大きな要素です。私のチームの少年達は年齢的にも特に

若いということに加え、南欧や南米の少年達は、イギリスの少年達よりも身体的に成熟するのが早い傾向

があります。この年齢では、身長や体格は大きな勝因になります。」と述べています。 
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トーナメント各賞受賞者 

対戦相手チームのコーチが投票で選ぶ最優秀選手賞(MVP) - サンパウロのアルフレド 

得点王 - バルセロナのマヌエル 

フェアプレー賞－オーストリア・ウィーン及びガンバ大阪 

 

1st FC BARCELONA - SPAIN 

2nd SAO PAULO - BRAZIL 

3rd KRYLIA SOVETOV - RUSSIA 

4th HERTHA BERLIN BSC - GERMANY 

5th FC BASEL 1893 - SWITZERLAND 

6th AUSTRIA WIEN - AUSTRIA 

7th ATLAS FC - MEXICO 

8th MANCHESTER UNITED - UK 

9th AS ROMA - ITALY 

10th ORLANDO PIRATES - SOUTH AFRICA 

11th EVERTON FC - UK 

12th COLO COLO - CHILE 

13th REAL SO CAL - USA 

14th SHANDONG LUNENG FC - CHINA 

15th CHUNNAM DRAGONS FC - REP. OF KOREA 

16th GAMBA OSAKA JUNIOR YOUTH - JAPAN 

17th CENTRAL UNITED - NEW ZEALAND 

18th EAST BENGAL FC - INDIA 

19th ASSUMPTION COLLEGE THONBURI - THAILAND 

20th BUKIT JALIL SPORTS SCHOOL - MALAYSIA 
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